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Ⅰ．私立短期大学の使命・役割
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活用案① 短期大学専攻科修了者全てに大学院入学資格を
認める。

活用案② 一定の要件を満たす専攻科は、短期大学が「学士」の
学位を授与できるようにする。

活用案③ 多様性のある短期大学を実現するため、幅広い学び
を提供できるシステムを構築する。

例）２年間の教育を「前期課程」（ファーストステージ）、
専攻科の２年間を「後期課程」（ネクストステージ）とする。
後期課程修了者には、『学士』の学位が授与され、四年制

大学卒業と同等となる。

※３年制短期大学の専攻科は１年制を想定する。

Ⅱ．短期大学専攻科制度の活用
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Ⅲ．まとめ

私立短期大学は、全国に幅広く分布しており、地域の身近な

高等教育機関として保育や社会福祉などの専門的職業人材を

養成する大きな役割を果たしてきた。

しかしながら、人口減少や社会構造の変化により、現在、

約２７０校ある私立短期大学のうち、３０校以上が学生募集停止

を表明する状況となっている。このままでは地域や地方を支える

エッセンシャル・ワーカーなどの専門的職業人材の輩出が困難

となり、特に、これらの一因となっている修学支援新制度の機関

要件等の見直しが必須である。

急速な少子化が進むであろう２０４０年以降においても、私立

短期大学が果たす役割はより重要であると考えられるため、

短期大学制度を発展・活用し、日本における短期の高等教育

機関として、「知の総和」の維持・向上に貢献していきたい。




